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食の安全

一般財団法人 消費科学センター 代表理事　大木 美智子

国際土壌年特集国際土壌年特集

　農業環境技術研究所ではわが国の様々な土壌の
標本（モノリス）を収集し、その一部を農業環境インベ
ントリー展示館で展示しています。展示館に入ると正
面にわが国の農地の代表的な土壌のモノリスが目に
入ってきます（写真１）。これらの一番右端に１本だけ
床におかれた背の高いモノリスがあります。これは泥
炭土のモノリスです。泥炭土以外の土壌は風化した岩
石がもとになってできていますが、泥炭土は植物遺体
が分解されずに堆積してできた有機物（泥炭）からで
きた特殊な土壌です。
　泥炭土のでき始めは、気温が低く水はけの悪い場
所で生育していたヨシやハンノキなどの植物が材料
になります。これらの植物からできた泥炭土を低位泥
炭土といいます。さらに泥炭の堆積が進み、泥炭層の
厚さが増えていく（1年に1mm程度）と、地下水や土砂
からの養分の供給がなくなって降水が唯一の養分供
給源になります。その結果、植生はミズゴケなど養分
が少なくても生育できる植物に変わります。このように
主にミズゴケからできた泥炭土を高位泥炭土とよんで

泥炭土   －有機物からできた脆弱な土壌－

います。前述のモノリスはこの高位泥炭土のモノリス
です。
　泥炭土が分布する場所（泥炭地）はその植生から独
特な景観を作りあげています。釧路湿原、尾瀬ヶ原、八
島ヶ原湿原（霧ヶ峰）などが有名です（一般に、排水の
悪い場所にできた湿性植物の草原のことを湿原とい
いますが、土壌は必ずしも泥炭土ではありません）。泥
炭土とその植生は環境変化に対して非常に脆弱なた
め、多くの湿原は国立公園などの一部となって保全さ
れています。
　一方、すでに開発された泥炭地もあります。北海道
の石狩川流域には泥炭土が広く分布していて、かつて
は広大な湿原(石狩泥炭地)でした。第二次世界大戦
後、食糧増産のため石狩泥炭地の大部分が、排水改
良と客土（よそから別な土を運びこむ土壌改良法）に
よって水田へと変わりました（写真2）。農地となった泥
炭土は、その特性から分解しやすく地盤沈下が起こり
やすい、という問題を抱えています。農地開発後、地盤
高が約3m低下したという報告もあります。このため、
耕起の際に下層の泥炭との混合を避けるなど、泥炭
土の特性に応じた適切な管理によって農地を保全す
る必要があります。
　国連は2015年を「国際土壌年」と定めました。土壌
は地球上の生命を維持するためになくてはならない
存在です。泥炭土に限らず土壌の重要性を理解し、適
切に管理し、守っていくことが私たちに求められてい
ます。

（農業環境インベントリーセンター　神山 和則）

に入るかどうか、栄養失調や飢え死にしないですむか

という安全についても考える必要があります。日本の

食料自給率は先進国の中で最も低く、食料の6割以上

を輸入に頼っているのが現状です。一方で世界の食

料需給事情は年々厳しくなっており、いつまでも安易

に輸入できると考えるのは危険です。環境の変動に対

応できる持続的な農業を実現し、農業生産力を上げ

ることが必要です。

　食の安全の確保は一般の消費者にとっても重要な

問題ですが、農業環境技術研究所がこの食の安全の

質と量のどちらの面でも重要な働きをしていることは

残念ながらあまり知られていないように思います。研

究所の広報物やホームページを見たりすれば、農作

物の放射性物質や農薬・化学物質汚染の研究、温暖

化対策の研究など、貢献していることがわかるのです

が、研究所の名前を聞いただけでは農村や農家の環

境問題を研究する所、都市住民の非農家の自分には

関係ないと考えられてしまうのではないでしょうか。広

報活動は色々と工夫・努力されているようですが、私

としても微力ながら折あるごとに農環研の重要性・必

要性を多くの人に知らせたいと思っております。なお、

私は女性研究員の活用という点でも農環研を高く評

価しています。仕事・子育てを両立しやすい雇用環境

の整備など手厚い支援をしており、女性研究員の比

率も現在の14％を2020年には30％にする目標との

こと、目標達成を祈ると共に研究所が食の安全を守る

ためのさらなる成果を挙げられることを期待して

います。

年の夏は本当に暑い夏でした。連日の猛暑に、

誰もが地球温暖化は確かに進みつつあるこ

とを信じさせられたのではないでしょうか。その影響

で野菜の品不足が報じられました。スーパーなどの売

り場には、見た所ふだんの食生活に不自由がないよう

に豊富に野菜が並んでいましたが、値札を見ると思わ

ずエーッと叫びたくなるほどの高値で、買うか買うま

いか迷ってしまうほどでした。この先温暖化・異常気象

の多発が続いたら、高値どころか売り場から消えてし

まう品も出てくるのでしょうか。

　毎年、春秋の彼岸には栃木県にある夫の実家の墓

参に行くことにしています。実家といっても既に両親は

他界し、百年を超えた古い家も取り壊して跡地と畑と

墓地の世話を親しい隣家に頼んであるわけで、墓参り

の後はそのお宅でビールと昼飯を頂きながら歓談す

るのが常となっています。今は合併して町となってい

ますが、中山間地のこの山村を初めて訪れてから五

十年余になります。実家の前にあった小学校は既に廃

校となっており、高齢化・過疎化が進んで今はこの集

落の何軒もの家が無人となっているようです。昔は見

事だった棚田や畑が、今はその多くが雑草に覆われ

ており、聞けば猪に荒らされるばかりなので耕作を諦

めたとのこと、ここでも今年の暑さが話題になりました。

ナスはほぼ全滅、米は昨年に比べて味が劣るなどな

ど、気候変動が農業に及ぼす影響と、農村の荒廃を思

い合せて先行き心配になりました。

　食の安全というと、一般的には食べて害はないかと

いう食べ物の質の安全のことを考えると思いますが、

もう一つ、食べ物の量の安全、つまり食べ物が十分手

今
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写真2　石狩泥炭地
現存する自然植生（左）と農地開発された水田（右）

写真1　農業環境インベントリー展示館のモノリス


